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抄　　録
今回，長崎県赤十字血液センターが2014年の第38回血液事業学会総会で

報告した採血現場で看護師が受けた献血者からの質問内容を参考に，献血者
サービスの向上に向けて献血者に直接調査を実施した。調査はあらかじめ作
成した質問項目の選択と自由記述のアンケート方式で行い1,052名から回答
を得た。対象となった献血者は40代男性会社員が多く，選択項目のうち100
人以上が選択した項目は，採血に関すること（38.5％）と医学的事項（38.5％）
の割合が高く，自由記述では医学的事項（28.4％）と採血基準（28.4％）に関す
ることの割合が高かった。献血者へのサービス向上を図るには，血液センタ
ー看護師は採血技術だけでなく，常に献血者の声に耳を傾け，医学的知識，
献血された血液の製造や供給などの知識も必要である。今回の調査をもとに，
看護師が血液事業に関する正しい知識と統一した説明で献血者の疑問に答え
ることができるよう解答集を作成し，献血セミナー等でも利用してゆきたい。
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【はじめに】
献血会場において献血者の持つ疑問や質問に適

切に答えることは，献血者サービスの一環として
重要である。今回，献血者の持つ疑問や質問を把
握することを目的に，長崎県赤十字血液センター

（以後，長崎センター）が2014年の第38回血液事
業学会総会で報告した1)，血液センター看護師が

献血者から受けた質問内容調査をもとに，献血者
に直接アンケート調査を行ったので報告する。

【対象と方法】
対象は，2019年２月15日から３月７日までに

福岡県赤十字血液センターで献血を行った献血者
のうち調査に了解の得られた1,052名である。調
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査の開始にあたっては，看護師全員が同じ説明で
調査依頼ができるように手順書を作成して周知し
た。

アンケート回答者の内訳はアンケート用紙に採
血ラベルを貼付し，情報システムから性別，年齢，
献血回数，職業を調べた。

また，長崎センターの報告にあった，看護師が
献血者から受けた質問のうち，複数の人が質問し
た内容を参考に49項目の質問項目を作成し（表
１），その中から関心がある質問を選択（複数選択
可）できるようにした。また，それ以外の質問が
あれば自由記述も可とした。

49項目の質問項目から100人以上が選択した項
目を「選択多数群」とし，自由記述された内容を「自
由記述群」として，それぞれの質問内容を①採血
に関すること，②医学的事項，③献血した血液に
関すること，④採血基準，⑤献血者の希望の５項

目に分類し，献血者がどのような事柄に関心があ
るか検討した。

【結　　果】
検討期間中の献血者は12,606名で（男性比率は

72％），アンケートに回答したのは1,052名（男性
比率は67％）であった。献血者と回答者の年齢，
献血回数，職業の内訳を図１に示す。内訳で最も
多かったのは，献血者，回答者ともに年齢では
40代，献血回数では２〜10回，職業では会社員
であった。

対象者の100人以上が選択した選択多数群は13
項目あり，自由記述群は74件あった。これらを
質問内容別に５つに分類し，表２に示した。選択
多数群では①採血に関することと②医学的事項が
最も多く，自由記述群では②医学的事項と④採血
基準に関することが多かった。

表１　49項目の質問項目

①採血スピードに個人差はあるのか ㉖献血したら優先的に輸血してもらえるのか（家族も）
②血圧が高いと採血スピードが速いのか ㉗血液型が変わることがあるのか
③なぜ太い針で採血するのか，細い針ではダメなのか ㉘献血時，検査結果で陽性のものはどうなるか
④血液の性状（ドロドロ具合等）がわかるのか ㉙献血前と献血中に検体を採取するのはなぜか
⑤ドロドロだったら流速が遅いのか ㉚成分献血の基準について
⑥�血管の大きさの違い，	

大きさは変化するのか，加齢で細くなるのか
㉛�Rh（−）の頻度，Rh（＋）とRh（−）の違い，AB型Rh（−）

の割合
⑦動脈と静脈の違い ㉜何型の血液が不足しているのか
⑧血漿の色調が違うのはなぜか ㉝血液は余って廃棄しているのではないか
⑨採血中に撹拌（揺らす）のはなぜか ㉞献血した血液は全国で使用されるのか
⑩採血所要時間はどのくらいかかるのか ㉟血液が濃いので採血したほうが良いのか
⑪採血に用いる器具・機材は使い捨てなのか ㊱血液が薄いのはなぜか，どうしたら濃くなるのか
⑫成分採血で感染はしないのか ㊲O型の血液は誰にでも輸血可能か
⑬血管を大きくするには，どうしたら良いか ㊳身体のためには時々採血したほうが良いのか
⑭献血の間隔について ㊴採血によって血液量が減っても大丈夫なのか
⑮年間献血量について ㊵採血後どれ位の時間でもとの血液量に戻るのか
⑯すべての薬は服薬していたら献血できないのか ㊶循環血液量について
⑰歯科治療はなぜダメなのか ㊷アルコール摂取後に献血をしたらどうなるのか
⑱血圧の基準について ㊸採血後に運動をしても大丈夫か
⑲献血した血液はどのようになるのか（血液製剤） ㊹エレベーターで注意するのはなぜか
⑳どのような患者さんに輸血されるのか ㊺気分不良になる人はいるのか
㉑血液の有効期限について ㊻採血前後に水分摂取するのはなぜか
㉒血液は凍結して運ぶのか，保存の仕方 ㊼タバコを献血直後に避けるのはなぜか
㉓�若い人の血液のほうが良いのか，加齢で血液の質が変

わるのか
㊽�献血後２時間以内の入浴と当日のサウナを避けるのは

なぜか
㉔200mL献血の制限理由 ㊾その他
㉕血液は不足しているのか
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【考　　察】
1,052名のアンケート回答者は40代の男性会社

員が多く，献血歴２〜10回の方が多かった。こ
れは，調査期間中の献血者にこれらに該当する人
が多かったことによると推測される。

参考とした長崎センターの報告では，献血者は
採血時間の個人差，血液の粘調度，循環血液量，
採血後の回復時間，採血後の製品化，血液の充足
度など血液全般に関しての情報を求めていた1)。
今回の調査でも，「採血に関すること」や「医学的
事項」，「採血基準」に関する関心が高く，自分が「献
血した血液に関すること」にも関心があることが

わかった。
献血者へのサービス向上を図るには，血液セン

ター看護師は採血技術だけでなく，常に献血者の
声に耳を傾け，医学的知識，献血された血液のゆ
くえや供給など血液事業についての知識も学習す
る必要がある。さらには，このような内容を，若
年層を中心とした学生等にも伝えていく必要性を
感じることから，今回の調査をもとに看護師が血
液事業に関する正しい知識と統一した説明ができ
るよう解答集を作成し，献血セミナーにも同行し
て説明するなど，血液や献血への理解を深めてい
ただけるよう努めたい。

図１　献血者とアンケート回答者の内訳
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アンケート回答者は1,052名，献血者は12,606名でそれぞれの男性比率は67％，72％であった。各棒
グラフは左から凡例の順に記載し，グラフ内の数値は％である。黒刷りはそれぞれで最も人数の多かっ
たグループを示す。
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表２　質問内容の分類（選択多数群・自由記述群）

分類項目 選択多数群（100人以上が選択した項目） 自由記述群（回答が多かった代表例）

①�採血に関す
ること

１．採血スピードに個人差はあるのか
２．血圧が高いと採血スピードが速いのか
３．ドロドロだったら流速が遅いのか
４．�血管の大きさの違い，大きさは変化す

るのか，加齢で細くなるのか
５．�血管を大きくするには，どうしたら良

いか

５件
38.5％

・成分採血の仕組みや機器選択基準について
・成分採血の際，口がピリピリする理由
・血流を良くする方法
・血管が太いほうが良いのか　　等 11件

14.9％

②医学的事項

１．�血液の性状（ドロドロ具合など）がわか
るのか

２．�Rh（−）の頻度，Rh（＋）とRh（−）の違い，
AB型Rh（−）の割合

３．�若い人の血液ほうが良いのか，加齢で
血液の質は変わるのか

４．�身体のためには，時々採血したほうが
良いのか

５．�採血後，どれ位の時間でもとの血液量
に戻るのか

５件
38.5％

・心臓や血液，血管，血液型のこと
・比重が重いのは血液がドロドロなのか
・�献血のための食事と，献血後の食事につ

いて
・どうして血液は人工的に作れないのか
・水分を事前にどの程度摂ったら良いのか
・体重の変化で採血量はどれ位変化するのか
・最高どのくらい採血して大丈夫か　　等

21件
28.4％

③�献血した血
液に関する
こと

１．血液の有効期限について
２．何型の血液が不足しているのか ２件

15.4％

・血液の供給や検査結果について
・血液破棄について
・�輸血は献血血液をそのまま使用するのか

　　　　　　　　　　　　　　　　　等

11件
14.9％

④採血基準
１．献血の間隔について １件

7.7％

・骨髄バンク登録に関すること
・年間献血量や献血間隔基準の理由について
・服薬や年齢のこと　　等

21件
28.4％

⑤�献血者の希望

なし

０％

・�献血がどれだけの患者さんの助けになっ
ているか

・患者さんの声を聞きたい
・眠りながら献血がしたい
・移動バスで成分採血がしたい　　等

10件
13.5％
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【はじめに】
大規模地震発生に伴い，主力発電所の稼働が停

止したため，北海道全域の電力供給が途絶えると
いうブラックアウト（大規模停電）が発生した。停
電が概ね解消し，都市機能が回復したのは発生か
ら２日後のことであった。電力供給が復旧するま
での札幌管内における供給配送体制と血液製剤の
温度管理に関する対応について報告する。

【経　　過】
平成30年９月６日午前３時８分，北海道胆振

地方を震源とするマグニチュード6.7，最大震度
７，約60km離れた札幌市内でも最大震度６弱の
地震が発生した。この地震により，17分後の午
前３時25分，道内全域約295万戸で停電が発生
した。道内血液事業各施設では地震による損害は

なく，自家発電機もしくはポータブル発電機を稼
働させることにより，保管機器内の血液製剤の保
管管理を適正に行い，医療機関からの受注・供給
業務を遂行した。

【対応と結果】
１．地震発生後，震災対応マニュアルに従い関係

職員が自主的に参集し，職員の安否確認およ
び出勤可能な職員に出社を打診した。結果と
して，自家用車，自転車および徒歩にて当日
出勤予定の職員全員が出社した。

２．主要医療機関を中心に電話通信等の可否の確
認，および当日の診療状況・血液製剤発注等
の情報収集を行った。医療機関ではFAXを
含む電話通信については通常通り使用可能だ
が，Web環境については電力供給の関係で

警察による交通誘導 道路の陥没 液状化現象

図１　交通手段の被災状況
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使用不可，また，救急患者以外の外来患者受
入中止，外来輸血や手術の延期などの対応と
なるとの事であった。結果として血小板等の
予約キャンセルにより震災当日の受注件数は
通常の約60％（145件）にまで減少したが，
発生から２日後には電力供給が復旧し，診療
が再開されたことから，通常の92％（231件）
とほぼ平常に戻った。

３．地震による道路の陥没や一部液状化現象によ
る道路の通行止め，停電による信号機の停止
等があったため（図１），配送ルートを含む体
制の見直しを行い，通常６台で対応している
配送を９台に増車し，１台あたりの配送件数
および配送範囲の縮小を図った。

４．走行中の安全確認のため，他部署からの支援
を受け，原則２名乗車による配送を行ったた
め，事故や遅延なく配送業務を行うことがで
きた。地震翌日以降も余震が続いていたが，
地震発生から１週間後の９月13日には完全
に通常業務となった。

５．岩見沢出張所（札幌市から車で45分の距離）
では，備え付けの自家発電機がなく，ポータ
ブル発電機での対応としていたが，医薬品営
業所管理者が当直者１名による稼働準備は困
難と判断し，保管機器停止後57分で赤血球
製剤の管理温度を逸脱するため（表１），事前
に行われていたバリデーション結果に基づ
き，製剤の輸送容器への一時的な梱包を行っ
た。製剤の梱包作業は懐中電灯下に45分で
完了させた。ポータブル発電機を稼働後，保
管機器に通電をし，保管機器内が適正温度と
なった事を確認後，製剤を保管機器内に戻し
た。

６．室蘭出張所（札幌市から車で２時間の距離）で
は，自家発電機が稼働したものの，稼働後
85分までの間に４回も停止を繰り返した。
そこで，完全に停止する事も想定されたため，
赤血球製剤の温度管理を維持できるよう輸送
容器への梱包を並行して行った。また，営業
再開したガソリンスタンドに一般車両が集中
することにより発電機の燃料確保が難しくな
ることが予想されたので，血漿製剤の在庫を
最小限にするため，各血液型とも（FFP-
LR240）15本ずつの計60本を在庫とし，自家
発電機が正常に稼働している近隣の供給施設

（苫小牧出張所）へ残りの血漿製剤191本を移
管した。

【課題と対策】
１．血液事業危機管理ガイドライン（第８版）では

年に１回以上専門業者立ち合いの下で，全館
停電として非常用自家発電装置の定期点検を
実施することとなっているが，室蘭出張所に
おいて後日調査の結果，自家発電機が冷却装
置の経年劣化により十分に稼働しないことが
判明したため，月１回職員による動作確認を
実施することとした。

２．日常的に利用している近隣のガソリンスタン
ドと震災前から災害時における燃料優先供給
の覚書を締結していたが，実際には自家発電
装置の燃料確保が困難であった。そのため北
海道に働きかけを行い，北海道が北海道石油
業協同組合連合会および石油連盟と協定を締
結し優先的に燃料が給油される重要施設とし
て血液センターが認定を受けた。

３．献血運搬車がガソリン車のみとなることを避
けるため，３台のディーゼルエンジン車両を
整備し，燃料不足時には移動採血車からの燃
料の補充を可能とすることとした。

４．今回の停電では，医療機関側のパソコン端末
に電力が供給されていなかったため，血液製
剤発注システムによる発注が機能しなかっ
た。今後，医療機関に対してWeb発注用の

表1　通電停止後温度維持可能時間

製剤種区分 岩見沢出張所 室蘭出張所
赤血球製剤 57分 80分
血漿製剤 160分 170分

血小板製剤 室温20℃～ 24.4℃



ブラックアウト（大規模停電）発生に伴う供給部門の対応について	 43：21

パソコンの自家発電装置への接続を働きかけ
て行く必要がある。

【最後に】
北海道全域に及んだブラックアウトは，一部地

域を除き数日で復旧したが，昨今多発する自然災
害においては，今回のような想定外の事態におい
ても安定した供給体制を堅持することが重要であ

り，的確な業務調整，他部署との連携，日常的な
設備の整備が必要不可欠であると考える。今回学
び得た課題と対策は今後国内での発生が予想され
る自然災害に対する危機管理体制整備の一助とな
れば幸いである。そして，どのような状況におい
ても常に安全で，正確な対策を講じていけるよう
日々精進していきたいと考えている。


